
累計死亡・行方不明者数：15名（令和3年9月末日現在）

漁船海難月報 第七管区海上保安本部
交通部安全対策課 発行

県別内訳

9月 令和3年累計

山口県 0 8 (10)

福岡県 2 13 (14)

佐賀県 0 3 (3)

長崎県 1 37 (34)

大分県 0 11 (14)

合計 3隻
72隻

(75隻）
()は昨年同月

令和3年9月累計 72隻 (前年 75隻)

漁船海難発生隻数は前年に比べ 3隻減少
漁船海難隻数

（速報値）

衝突 ★ 3

合計 3隻
（ 昨年 12隻 ）

死亡、行方不明者： 1件

9月の漁船海難発生地点

県別内訳表は、各県に所在する海上保
安部署の担当海域にて発生した海難の
合計数を示しています。数値は速報値
です。

★

★

衝突事故連発 発生！！

★

9月に発生した衝突事故3件のうち2件が漂泊中のプレジャーボートへの衝突！！

常に見張って安全運航！ 安全あっての漁師です。

過去10年間（平成23年～令和2年間）の衝突海難

のうち、航行中の漁船が見張り不十分で衝突した相
手船を分析したところ右のグラフの通りです。漂泊
中等の動いていない小型船舶に対しての衝突が約
6割を占めています。

人間の目は、『動いているものに比べて動いてい
ないものを見つけにくい』と言われています。また、
『人間は見たいものだけ見ている』と言われ、意識し
ていないものにあっても見つけにくいと言われてい
ます。

衝突後の船長から事情を聞くと、
「この海域に船はいないと思っていた。」
「前を見ていたけど、気が付かなかった。」

と説明されています。
「船がいるかもしれない」と言う意識を持って見張ることが、安全運航に繋がります。

また目視だけでなく、せっかく設置しているレーダー等の航海計器も活用しましょう。
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衝突時の相手船の動態

漂泊（機関：断） 漂泊（機関：入）

錨泊 係留

航行、操業中等 その他

【総隻数:268隻】
動いていない
小型船舶
154隻,57%


